
















留学以来、 タイの仏教徒と関わってきました。一九九〇年以降は、 冷戦体制が終結して外国人の調査が許されるようになったタイの隣接諸国 （ラオス、 中国雲南省、 カンボジア） など、 東南アジアで仏教信仰が盛んな国や地域の宗教文化の調査で見聞を重ねてまいりました。　
その昔、 タイに留学が決まったとき、 「どうして欧米に行かないのだ」 と、 親も親戚も誰もが喜
びませんでした。明治時代以来の 「脱亜入欧」 （アジア はなく欧米を範とする） という考え方は、 現代の世代にも続いています。しかし、 西欧の付け足し 本気でアジアに学ぶことをやらないと、 界はとんでもないこと る ではないか、 と危惧を抱き続けるうちに 還暦を過ぎてしま ました。本日の話題は おも 配布物 （本文中の図表） にそって、私が三六年関わってきたタイを中心として、南伝上座仏教徒 社会でみられるダイナミック 仏教実践とその動態の諸相を紹介するもの す。　





まず、 丸めた米飯 （モチ米） をあげている
のは女性です。普段の履物であるゴム草履を脱いで裸足 なり、 列をなして托鉢する僧侶に応じていま 僧侶は職業 も世襲でもありません。自ら出家して、 やめたいならいつでもやめることができる （還俗） 。普通の男性が僧侶となって こ ように修行として日々の托鉢をします。そして、 彼らがすむ寺も俗人が建て 上座仏教を一言でいえば 「俗人が自分 寺を造り、自ら出家する仏教」 といえるでしょう。　
日本では、東南アジアの仏教は 「小乗仏
教」 で、出家主義の仏教と伝えられ います。確かにそのとおりです。しかし、 大事
図1　ラオス南部での托鉢風景（チャンパーサック県1990年12月）
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シュ州バスティ県ピプラーフワー （ピプラーワー） の遺跡を発掘したところ、仏舎利を れた容器がでてきます。その銘文から仏陀のものとされました。当時、すでにインドやスリラ カ植民地にし いた英国は、独立を保っていたタイにも仏舎利 一部を贈ります。そのタイに日本が強く求めて贈られたものが、 現在の覚王山日泰寺に奉納されていま 。　
一九〇〇年に仏舎利は日本に到着し大がかりな奉迎の儀が執り行われました。その後紆余曲


























はこうあるべきだと思っている人、漢訳仏典に親しんできた日本人が得意とする経典にこそ仏教を求める人たちは、 いろいろな角度 ら仏教の深み 優れ 考えを主張しま 。世襲 僧侶という、 世界で珍しい形態を持つ近代日本 仏家 間では、 仏教の理念をめぐる議論が多くなります。しかし一般信徒にすれば葬式くらい か仏教との接点がないので、 それではいかんと、 最近ではマインドフルネスとか、 心の平安の瞑想とか、 西洋人 とって アクセサリ の焼き直しみたいな活動に力を注いだりして努力されて ます。　
すでに第二次世界大戦のまっただ中 あって、 ある宗教学者が、 宗教のこ をいろいろと言っ













依拠して研究していた英国の仏教学者 （例：ゴンブリッチ） もこの見解を踏襲し、 自らスリランカでの調査を開始します。両者には隔たりがありますが、 こうした見立て 経緯 まえつつ、 両者の繋がりを見ていこうというのが私の立場です。　
では、 仏教徒から学ぶとはどういうことでしょうか。一つには、 文献にもとづく教義や思想を
解明する仏教学 どれほど盛んになったとしても、現実の仏教を担っている人間を忘れてはいけないということです。　「農学栄えて、農業滅ぶ」 という言葉を残した日本の農学者がいます。学問としての農学は時代とともに栄えるにつれ、 農業 営みそのも は忘れられると。つまり農学で実験ばかり行い、どうしたら一粒でも米が多く採れるかという実験室での研究が発展するうちに、どんなところでイネが生えているのかも知らないでいることになって る、 それではいけない という警句です。今、 鮭の切り身しか描けない小学生たちが増えていますが、 そのようなことが、 問の世界では簡単に起こってしまいます。　次に、 現場に分け入って研究するという立場は、 思索する活動より次元が低くて簡単なことの
ようにみえますが、 あるものが実際に活動している場面で ると うことは じつはかなり難しいことです。深海魚を調べるために、魚を陸にあげて解剖しよう し も、ぼろぼろになりま
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す。ですから、 文化人類学の手法は、 海のなかへ、 つまり現地の暮らしのなかで活動している対象とむきあう。そのために言葉を学び、 病気ももらったりしますが、 そこで最低一年間、 一つの村、コミュニティで過ごすのが人類学者の手法です。そこで教えられることは、 「イネのことはイネに聞け」 「農業のことは農民に聞け」 という非常に実学的な、しかしながら、現在の日本の大学では、 衛生やセキュリティ面で推奨されにくくなったアプローチです。　
本日の話題は、議論の指標として 「宗教実践と動態」 ということを言っています。非常に曖昧













でタイに留学し、帰国してすぐに 『暹羅仏教事情』 （一八九一） という本をだしています。当時の 仏教の日常の実践がつぶさに書かれています。いま読んでも本当に遜色ありません。タイでは二〇世紀初めに、国がサンガを統括 る 「サンガ統制法」 という法律を東南アジアの上座仏教圏で最初につくります。その一一年前 記録という点でも、 非常に貴重な本で　
私どもタイを研究する者には、 その精確




要するに、 戒律を守って托鉢に出る風景が、 タイでは毎日のように見られます。そして、 お坊
さんは本当に尊敬されている。この風景は日本にはありません。既に廃仏毀釈で、自分たちの立場はどうなるのかと慌て た日本仏家の一人として、 「活体アルヲ」 見て、 強烈な文化衝撃をうけたわけです。　
この驚きは、生田さんのあとに行った人たちの誰もが書きます。ところが、不思議なことに、
皆一様に最後には、 しかし、 東南アジアの仏教は、 スリランカはもとより、 ビルマも英国の植民地になり、 「型にはまって、仏教精神を失した仏教だ」 ということを異口同音のごとく書くのです。なぜでしょうか。　
生田はタイで沙弥としての戒は受けたようですが、二二七条の戒を授かる比丘得度はしてい





1936-1941 ］ ） といった、戦争中に向こうで
比丘得度した たちも、 初めはやはりその生きた仏教の姿に驚い ます。　
そして、 生田と異なるの 、 見た目だけでは、 一見単純で形式的にみえる上座仏教の戒は読む



















その戒をもらった以上、 二週間に一回、 新月と満月の日にきちんと実践できたか、 どれを誤っ





歳で国王として即位してから、 そのあと短期出家しています。つまり、 必ず一度は自分で経験るということを国家の元首が体現しています。 身体に鋳込まれる戒　
仏教とは戒のことだ、といったのは、スリランカに継承されていたパーリ三蔵を五世紀初め
ころに集大成したブッダゴーサ （漢訳で仏音） 仏教の かたは、実践する者があってこそ、 という伝統がパーリ経典の上座仏教です。ですから、 お父さんがお坊さんだから子どももお
63
坊さんということはあり得ません。戒を受けてやってみて、 自分にはできないと判断したら、 受けた戒を りだしてもらって（捨戒の儀） 、 俗人にもどる （還俗） 。伝統が違うのです。タイでも、 出家者とは戒を与えられて持つ者だという意味なのです。　
出家者といっても二種あります。二〇




特徴は出家者に女の人がいないということです。比丘尼、 沙弥尼 ません。昔はありましたが、 戒を保持する実践者がいな
図7　戒の数とその担い手
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くなり、 戒統が途絶えてしまっております。現在は、 在俗の修行者として八条、 五条の戒律を守る女性がどの国にもいます。　
二二七条のうち、 一番大事なのは五条の戒 （五戒） です。殺さない。盗まない。性交しない （大
乗仏教徒は不倫してはいけないと解しています） 、 四番目は 「自分が悟った」 というような嘘をついてはいけない。そ 、 お酒を飲まない。出家者であれ在家者であれ、 この五戒は仏教徒としての根幹をなすものです。　
この五戒に、 さらに三つ 戒を加えて八戒としています。六番目は、 正午以降は食事をとら
い。次に歌舞音曲に親しまない。最後は、 高 ころや豪華なところで寝ない、 の三つです。そのほか、 立ち小便しな 、 といった細か 禁止行をふくめて、 全部で二二七条あるわけです。　
戦争中に宣撫工作で、日本か 多くのお坊さんが戦地に行きました。その日記などを読むす
と、夜に腹がすいて仕方がないので、こ そりマンゴー 食べたなどという記述がでてきます。戒には それを破ったときの罰則 応じてその重要度があります。五戒は くに重要なものでどれか 抵触したばあいは問答無用で破門 つまり強制的に還俗させられます。　





めてもいい。三ヶ月でも一週間でも期間に制限はなくやめていいのです。ずっと長く頑張る人は、 それだけ戒の実践に堪えて自分の体のなかで戒を養って くようにし 、五年、一〇年と経験を重ねる比丘になっていく。お坊さんは制度や身分上の職業ではな のです。現代タイの例では、 比丘を五年続けると住職の資格がもらえます。一五年 初めて戒を授ける資格を得るようになっています。　
タイでは、なぜ一時出家が盛んなので
しょうか。いろいろと言われますが やはり、 インドやスリランカからや きたお米と熱帯モンスーンという共通する気候や風土が似通っているこ が大きいと思
図8　僧侶の活動２類
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います。雨季、とくに七月に入るころは雨が本格的に降り始めます。地面からたくさんの生き物が出てきます。カエルだけではなく、サソリなどもたくさん出てきます。そういうところを歩いていて踏み殺してしまうと不殺生戒にかかりますので、一カ所にとど って勉強する いう律が、 上座仏教徒の場合は浸透しています。　
この 「安居」 というのは、 雨が降る季節は一カ所にとどまろう、 とどまって勉学と瞑想修行に励
もうということです。そのような決まりができています。その間に、一時出家をする人が多くなるわけです。　
これが男子の通過儀礼のようになっています。一二歳から 九歳まで、だいたい義務教育の
小学課程を終えたころが 「沙弥」 、 二〇歳を過ぎると 「比丘」 となります。また、 タイでは老後や隠居後の再出家も盛んです。すなわち、 若いときに成人式のよう 出家をします。そして、 庭を持ち、 子どもも成長して隠居したあとに、 また出家しよ 思えばできるので　
ついでながら、二二七戒を受けて僧侶 （比丘） となっておこなう活動 、上座仏教では 「経典学












なった国に分けることができます。スリランカ、ミャンマー、カンボジア、ラオス、中国雲南省（西南中国） は、 全て上座仏教です。しかし、 ここは植民地支配を受けたところです。そして、 独立後に社会主義になったのはミャンマー、 ラオス、 ンボジア、 中国雲南省 （西南中国） です。社会主義体制から立憲王制に戻ったのがカンボジアです。つまり、 植民地にもならず、 王制を維持してきているのはタイだけであ ということです。そして 現代のほぼ同じ時期の全域をみますと寺院や出家者数 、 ミャンマー タイを双璧にして、 その周辺地域や国に継承されてきています （図
9） 。
　
トランスナショナルと言われますが、 世界宗教とよばれているキリスト教、 イスラーム、 仏教
は、 それぞれの故地から国や地域 民族も越えて広がりました。 「文化を越えて」 というより、 その過程で の地域や風土に馴染むようにして、 いわばそれぞれのキリスト教、 仏教がそこでの文化になる、 土着化 ることで世界に広がったというのが内実です。　
仏教は昔から交易や移動する人々を介して国や地域を越えて伝わりました。まずもって現在
の東南アジア仏教徒社会に広がっている上座仏教は スリランカから 戒を受けてきたものです。全面的に広がるのは一一世紀以降ですが、 それが浸透する前にも、 カンボジアや リランカ
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は往来をしています。それは経典の流通などから見れば分かります。それから、 スリランカ、 タイ、 ミャンマー、 カンボジアとベトナムの間でも僧団の往来があります。　
現在、 東南アジアに伝わる上座仏教はス
リランカの 「大寺派」 といわれる戒統を継承しています。紀元前三世紀に一度確立したものです。紆余曲折を経ていったん勢力は弱まりますが、 一二世紀に回復しますが、その後ス ンカは三つの外国三〇〇年ほど植民地化されていきます。最初はポルトガル、 次にオランダ、 そして最後がイギリスです。
16世紀から
20世紀




継承していたタイから僧団を招いて戒統を復活させました。既に、自分たちの戒を継承してきていたタイのほうから、 こんどは逆に 律 戻してもらうかたちで 現在に至るスリランカの主流派が生まれました。タイ （当時シャム） に復興してもらった派 「シアム・ニカーヤ」 と呼ばれます。さらに、かつ ビルマにも大寺派の戒は受け継がれていますから、ビルマからも僧団を招く、 あるいは スリランカの人がビルマにでむいて受戒得度してスリランカ 戒を持ち帰って新しい派をつくります。　 「大寺派」 上座仏教の継承　
こうした過去から何が分かるでしょうか。そうです、 口伝による継承です。戒は、 それを日々
守る出家者から直接授けてもらう、 という作法が綿々と続いてきたということです。この点が、大乗と区別される上座仏教の、 いくらでも強調 てよい特徴です。　
より精確には、 「 『大寺派』 上座仏教の継承」 といいかえてもいいでしょう。最初に東南アジア




める場所は、 特別に聖別化されるものとして扱われてきました。キリスト教用語にちなんで 「戒壇」 と書くこともありますが、 定められた作法で結界をつくり、 そのうえに造られる建物を、 一般に布薩堂といわれます。　
仏教徒からみる上座仏教の特徴をまとめると、口伝に相伴する の実践と解釈があるという
こと。そして、 依拠するのは書物ではなく、 人と行いであるという点です。ですから、 先ほどの「農業のことは農業に聞け」 ではありませんが、尊敬される僧侶は、その行いを在家者からつぶさに見られています。立派な書物を著わし、 いいことを言うお坊さんでも、 行いが伴わない場合は、 在家者が托鉢に応じないこともあります。　
日本でもそうかもしれませんが、世間では美事な理屈を流れ ように話す知識人がもてはや








になります。スリランカに僧団を派遣した一八世紀、そして一九世紀にはのちの国王が中心になって厳格な改革派 （タマユット派） がタイに生まれます。これが王室を経由してお隣のカンボジア、 ラオスへと普及していきます。　
そして一九〇二年にタイで 「サンガ統制法」 が制定されま 。寺院の建て方、 出家の作法、 国民
の仏教記念日など、現在のタイに至る暦のほとんどがこのとき決まります。お坊さんがいつ出家したのか、いつお寺をつくったのかを国家が登録管理する仕組みが生 れる 勝手に出家して、 お寺をつくるというそれ での実践を、 一九〇二年から国が統括するようになるのです。この法律も、 やはりカンボジアやラオスに伝播していきます。　
その後、 一九六八年には、 世界一のムスリム大国であるインドネシアに僧団が派遣されて、 タ




が現存する一九五〇年代から見ますと、 寺院は二〇一〇年代に向けて増えていますが、 出家者は緩やかに減り続けています。出家者は一九歳以下の 「沙弥」 が、 一九六八年あたりを境に激減します （図
10、
11） 。これはタイ国内の義務
教育が整備され、 沙弥になるのは義務教育が終わってからが望ましいとする、 国民の教育 化をめざす当時の政策の方針も関与していると思われます。　
サンガ法ができる前の統計、 ちょうど明治時




































タイ （さらには、 中国雲南省とラオス北部） では、 現在でも一時出家といえば、 沙弥になることが一般的です。ところがタイの中部、東北地方では比丘になることが一時出家です （図
12） 。出家




国人口がちょうど日本の半分ほどですが、 お寺もちょうど半分ぐらいです。タイの場合は、 お坊さんになれるのは男だけです ら、タイでは九十二人のうち一人がお坊さんをやっています。日本の場合は、 三百三十七人に一人でした。　
数の問題は別にして、日本と異なってタイでは国家の体制として仏教が擁護されてきていま

































短が、 長幼の尺度になります。何となく日本の落語家や芸人の世界に似ていますね。一日でも一時間でも早く弟子入りしたら「兄弟子」 になります。 僧俗＝出家と在家の 「循環」　
タイの仏教実践のもう一つの特徴をま
とめておきます。出家者は誰も 元在俗信徒です。出家して沙弥か、 比丘になりますが、還俗 ると一般在家者にもどります。そして在家者として五戒か八戒を守り、 経験の浅い出家者を支えます。僧俗の往還とまではいえませんが、 戒や仏法の実践をめぐって、 在家と出 の仏教が循環するようなかたちが きている。一〇年で出家生活をやめたら、 今度は篤信お寺通いをする。出家仏教の内実
図14　出家＝還俗のパター ン
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会を構造化してい 局面 あり 。先輩後輩、あるいは経験知の差という点で、長幼の序が社会のルール、 つまり秩序として守られていきます。タイでは、 農村ではもちろんのこと、 都市 路線バスでもシルバーシートは不要です。高齢者はたいへん大切にされます。　
そして、きわめつけは、よく言われるこ











と尋ねたとしましょう。すると、 まるで判を押したように 「功徳を得て、 両親、 とくに母親に与えるこ ができるから」 という回答がでてきます。　
出家の意義は、 本義としてはブッダの教えに触れる、 戒や仏法、 つまりはブッダ以来の法灯を




は仏教のほかに、 広く精霊信仰というものがあります。自分たちが暮らすコミュニティの空間、さらに生業を可能 している田畑といった空間にかかわるカミさまといえばいいでしょうか。もともとそういう信仰があって、その上に仏教寺院を造っている。やがて社会が開発や経済発展を大事とするような時代、つまり、合理的な考え方で生計をたてていくことが常識になると、どこででも、 精霊をかつてのように厳かに祀ることは、 昔の迷信と ったラベルを貼 れ、 表向きには後退していきます。　
私が長くいた東北タイの村の例では、 村が造営されたころ、 精霊信仰と村の寺での行事は宗教






必ず森林の伐採、 田畑の開拓が先行します。こ ときに祀 れるのは、 土地の精霊なのです。暮らしのレベルでも、 精霊 は仏教より先行します。しかし開拓のプロセスがおちつ てきて
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出小屋の集まりみたいだった集落が村、 すなわちコミュニティとして落ち着き、 外部の社会の政策などの影響をうけて、 精霊信仰も仏教も変化していくということです。　
こうした推移は、 この事例村だけではな















年、その後の推移をみます。こ 建物一九五八年から建造 開始していますので、 ガウディとまではいきませんが、 何十年もかけて図
23のように完成させています。一九八三年
に創建された当時の 「森 寺」 は、 壁もなく小屋状態ですが、 現在は恒久施設になりつつあります （図
24、


















るものが功徳です。具体的には、仏法僧の三宝のいずれかに寄与する行いの結果とされます。すなわち、托鉢で食施する、自分が出家する、そしてお寺に寄贈・寄進して施設を大きくしていく。こうした行いが善行で 。そしてその功徳は自分のものになりますが、 同時に、 産み育ててくれた両親、あるいは親族やお世話になった人、さらに う う人たちが でに他界していても、 その霊に振り向けられるという行いと考えが タイをはじめとする上座仏教圏に共通しているのです。これは因果応報の論理とは矛盾していますが あ ゆる仏教儀礼でおこなわれてる功徳 転送、 つまり廻向です。　
新月、 満月の日に、 俗人が若い僧侶から説法を聴いています。その日は、 たいてい、 このように















































める仏教ですが、 同時に、 日常世界から距離をもつ国家や外交政策とからむところ、すなわち制度の局面においても 仏教は独自の姿をもって存在しています。今日 わたしたちが目にする 「タイ仏教」 という名辞やその近代的な法制度、 組織的な は、 まさに一九世紀の植民地列強との遭遇から生まれました。　
先述したように、 スリランカ、 ビルマが英国





マ四世とそのあとに続くラーマ五世の時代は タイにとって行政組織を中央集権化 る時期で、 仏教も国民国家の柱 する教育体制のなかにとりこんでいきます。この流れのなかで、 寺院や出家者を登録管理する法律もできます。ラーマ四世も五世も、 絶対王制の君主として、 ともに仏教をキリスト にも勝る合理的な 「宗 」 であるということを主張する必要に迫られて、法制度のみならず、タイ国語文字で翻字した三蔵の経典 編纂 出版に力 入れ、その大部 経典を、 仏教を信奉するアジア諸国以上 、 英米など当時の主要な大国に配布します。　
タイには、きちんとした国民と国民の文化があ 、その文化 かなめこそは仏教だと顕示す
る、文化外交を展開したといえましょう。この点が、すでに日露戦争の勝利で大国の仲間入りを果たしたと自認しはじめ 日本の、明治期の仏教の海外へ 対応と大きく分かれる ころです。　
その礎を築いたのが 『王様と私』 の主人公ラーマ四世でした。この方 特異な点は、日本人か
らみれば、 対外的に自国文化 誇ろうと と熱狂的なタイ文化主義、 ナショナリストになりがちなのに、 相対峙す 西欧の学知 知るためにラテン や英語、 フランス語、 そしてキリスト教を学んだことでしょう。　
そして、 そうした比較の視点をもって、 パーリ仏教について 体系的な教本をつくったりして
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います。まさしく、 タマユットというグループは、 近代的な世俗教育制度を整える一方で、 「タイ仏教」 の根幹を構築していったといえるでしょう。全国にある既存の寺院を使ってタイ国語教育や算術を教える普通教育をほどこしていく。その
4年後に、初めて 「サンガ統制法」 ができる
のです。 サンガ統制法　
一九〇二年の 「サンガ統制法」 では、国王が国内で一番偉いお坊さん （法王サンカラート） を任
命することが記されます。また、行政統治機関と同じように、各地域を管理する僧位・僧侶を設けます。要するに、タイ生まれのお坊さんの組織 （サンガ） の中央集権化も実現しました。ちなみに一九九二年の同法 改正では、法王を任命するのは、サンガの長老会議となりま が、二〇一七年 月の改正で再びかつての国王による任命方法にもどりました。　
もう一つ大切なことは、 タマユット派が 「タイ」 仏教の教義や教法の学習、 出家者の試験制度も
つくったことです。寺院施設 建立規定や類型も、 一九〇二年のサンガ法で定まります。　
個人の仏教実践をとりまくさまざまな環境をふくむおおきなイメージとして、私は、個人・地
域・国家という次元を、魂や精霊観念 まずあって、そこに地域ごと 自分たちの仏教実践があるけれども、 一九
〜
二〇世紀にかけて、 国がいろんな政策で関与していく、 統制していく仏教と






ちょうど全国的に著名なお坊さんがセクハラしたり、多大な布施で得た金で購入した自家用ジェットに乗ったり、 ロールスロイスを六台も所有したり、 といろいろな醜聞がメディアを賑わせた時期です。現代の資本主義・消費社会にあって、 戒と仏法を体現す はずの比丘が率先して消費者になってしまってお タイ仏教は一路堕落するばか だ、という批判です。その矛先は、 一つは、 望ま くない行 をする出家者自身と国家のサンガ組織 その長老会議に、 そ てもう一つは、 先述した一般在家者の布施、 功徳を求める 「無節操な」 行いにむけられます。 出家と消費社会　
出家者の身の回りの世話をする俗人や委員会が、布施で寄せられた金を管理するのが農村で
もみられるルールですが、寺院にたいしてではなく 出家者個人への布施もあるのは事実です。いくらかの誤解もふくみつ も 僧侶が布施で得た金を使い込ん 高価な耐久消費財を買い揃えたり、 空調完備の豪奢な僧坊にすんだりすることは、 とくに人気のあるカリスマ的な比丘を糾弾する対象になります。
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この局面をみてもわかるように、 出家者である比丘は、 在家者、 メディアのまなざしにさらさ
れて批判される。在家者は、 出家者を供養するばかりではなく、 清浄な行いを求める点でも、 出家仏教の現実が在家者によって成立していることがわ ます。　
他方で、 そうした醜聞が起きるのは、 在家者の側にも問題があるからだ、 という議論が僧侶か
らも起こる。日本のメディアもよく登場する比丘パイサーン師はＮＧＯ出身の方ですが、彼は従来のタイ人の功徳 積み方や仏教実践のやり方は考え直さなければいけない、という本を二〇〇一年に出版します。この本はその年 大ベストセラーに りました。　
要約すると、 寺にやみくもに寄進して功徳を積んだと喜んでいてはいけない、 その布施がいか
に世間に貢献しているのかということ 、みんなに見えるようなかたちにして く積徳行をしなさい、 と主張する本です。私自身、 宗教文化として 実践仏教の根幹からすれば、 この見解にこそ消費社会に与する論理が見え隠 る で、 いくらか疑問を感じるところもありますが、 タイの仏教徒にはカンフル剤になったようで　
国がお坊さんを管理していく、 仏教の実践のあり方をいろいろと指図していくことは、 一方で
国が決めてきたことです。お坊さんが公務員になる、あるいはお坊さんは公務員ではありませんが、 サンガは国法に従うとなった瞬間に、 お坊さんも同じように 「現行憲法」 の個人の財産を保護する権利がある、 という議論も出てくるわけ　
そうしますと、 布施で得た個人のお金を私財としてもいい、 と考えるお坊さんも当然ながら出て
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制法」 で寺院の設立規定ができました。そこで寺院の類型を三つに分けました。①出家できる 「ワット」 、 つまり戒の授受 できる結界とその施設を持つ寺院、 ②これから結界をもとうとする施設 サムナックソン」 。この二種の寺院は、国に登録しなければなりません。そして、③登録不要の、僧侶の一時的な止住域 「ティー・パックソン」 。これは草原上の庵や洞窟内の瞑想場をふくみ、 永続性のない施設です。登録不要なので統計にはでてこないこの施設が、 私が二〇〇六年から一〇年続けて調査してきた地域で猛烈に増えてきている事実があります。　
調査地はラオスと国境を接するタイ東北部の一角です。一九〇〇年代に、この区画にはお寺












































いる。これは、 脱サラしたり、 今までの人生をリセットしたりする人が増えて、 地元出身者ではなく、 県外からの人がこれらのお寺で修行する傾向が見られる。ありていにいうと、現代の都市生活に疲弊した人たちが、田舎に来てリフレッシュしようとする傾向がみえます。　




















どの国にも必ずいますが、 制度上の出家者である比丘尼になることができないので また、 仏教儀礼では、 内陣にたいして長老男性が前に、 女性は背後 座ります。　
同性では長幼の順に座ります。戒を守るときもそうです。このようにみると、女性は排除さ
れているのが上座仏教の悪しき点だとい ことで、 最近では、 新たな運動が世界的 いろいろと起きています。当該社会の農村などではそういう動きはもりあが ことはまだないのですが、西欧での運動およびそれに接した知識人が発言、 主張する時代を迎え います。　
タイでも、大乗戒を得て上座仏教の比丘尼としてやっていこうとする人たちも出ています。




様にして複雑ですが、生活世界を軸にするとその外部からの国家 制度 メディアの言説があり、さらに下から突き上げるベクトルも関わるという複層的な実践空間とそ 変遷という枠組 （図
46） を
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